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産業建設常任委員会 所管事務調査報告書 

                                              

１ 開催日時 

令和７年３月１８日（火曜日） 午前１０時～午前１１時１０分 

                                            

２ 開催場所 

富谷市役所 ３０３会議室 

                                            

３ 出席委員（５名） 

委 員 長  塩 田 智 明       副委員長  渡 邊 清 美   

委  員  小 松 大 介       委  員  渡 邊 俊 一   

委  員  菅 原 福 治 

                                            

４ 欠席委員（なし） 

                                            

５ 説明のため出席した者（４名） 

    富谷市建設部        部  長 高 橋 隆 美 

    富谷市建設部上下水道課   課 長 内ケ崎 考 一 

    富谷市建設部都市整備課   課  長 浅 野 輝 夫 

         〃        技  師 澤 崎 裕 樹 

                                             

６ 事務局職員出席者（１名） 

    議会事務局   髙 橋 正 徳 

                                              

７ 調査項目 

    本市の路面下空洞化調査について 

    調査事項 

（１） 下水道管の埋設状況と維持管理について 

（２） 路面下空洞調査の実施状況について 
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【所 感】  ～きめ細やかな点検を継続し、安全確保を～ 

埼玉県八潮市における下水道管破裂が原因とみられる道路陥没事故を受け、本市の下水道

管理の現状と安全性の確認を目的として、調査しました。 

本市は、点検計画に基づき、カメラを用いた管路の腐食や亀裂、変形などの調査を実施し、

下水道管を補修しています。昨年の空洞探査車を用いた路面下空洞化調査では、道路陥没に

繋がる空洞は発見されませんでした。 

本市の下水道管は、最大直径８００㎜であり、八潮市の１/５以下です。仮に大きく損傷

しても八潮市ほどの大きな被害にはならないものと思われますが、市民が安心して安全に暮

らせるよう、今後もきめ細やかな点検を実施し、損傷個所の早期発見に努めることが重要で

あり、今後も注視したいと思います。 

 

                                          

令和７年 ３月１８日 

 

委員長  塩 田 智 明 

                   

 


